
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
は
、
６
月
４
日
、
青

森
市
内
に
お
い
て
、
第
２
回
幹
事
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
の
主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
５

月
15
日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
北
の
設
立
総

会
が
リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
５
月
３
日
の
憲
法
を
守
る
青
森
県
民

の
会
集
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。） 

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
東
北
設
立
総
会
に
お
い

て
は
、
規
約
・
活
動
方
針
・
新
役
員
な
ど

を
採
択
し
ま
し
た
。
代
表
に
は
石
田
寛
さ

ん
（
秋
田
）
、
事
務
局
長
に
は
田
山
英
次

さ
ん
（
宮
城
）
を
選
出
し
、
青
森
か
ら
は

原
子
事
務
局
長
を
幹
事
と
す
る
こ
と
を

幹
事
会
と
し
て
確
認
し
ま
し
た
。 

 

社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
何
を
す
る
と
こ

ろ…

と
い
う
疑
問
に
対
し
、 

田
山
事
務

局
長
は
「
社
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
候
補
者
を

決
め
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
決
定
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
い
。
（
も
ち
ろ
ん
話
を
す
る

こ
と
は
で
き
る
）
社
民
主
義
を
広
め
て
い

こ
う
。
本
日
行
わ
れ
た
記
念
講
演
（『
社 

            

 

フォーラム青森役員体制 
 

代   表 藤田  誠（青 森） 

副 代 表 蛯名 和子（青 森） 

  〃   山名 文世（八 戸） 

事 務 局 長 原子 秀夫（十和田） 

事務局次長 齋藤 憲雄（青 森） 

会 計 担 当 渡辺 邦弘（青 森） 

幹   事 日土  潤（下 北） 

   〃   久慈 年和（十和田） 

   〃   佐藤 康弘（八 戸） 

   〃   宮崎  孝（青 森） 

     〃   長利 光夫（津 軽） 

特 別 幹 事 三上 武志（青 森） 
（前号で誤記がありましたので再掲） 

 
【各地域連絡体制】 
青森・上磯 宮崎  孝 

八戸・三戸 後藤  勝 

上十三   久慈 年和 

下北    栗橋 伸夫 

津軽    長利 光夫 

     （弘前・南黒・西北五） 

 
【共闘派遣役員】 
●青森県反核実行委員会・委員 

         藤田代表 

●原水禁青森県民会議・事務局次長 

         原子事務局長 

●憲法を守る青森県民の会・事務局長 

         齋藤事務局次長 

●青森県９条の会・共同代表 

         齋藤事務局次長 

●大間原発地主の会 

（個人加盟となります） 

 

 

 

 

 

会
民
主
主
義
と
労
働
運
動
』
松
上
隆
明
・

元
月
刊
労
働
組
合
編
集
長
）
を
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
作
成
す
る
の
で
学
習
会
な
ど
で
活

用
し
て
ほ
し
い
。
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

同
じ
５
月
15
日
、
核
廃
棄
物
搬
出
県
条

例
制
定
六
ケ
所
チ
ラ
シ
巻
き
行
動
に
４

名
参
加
し
ま
し
た
。 

 

５
月
30
日
は
、
東
北
九
条
の
会
総
会
が

リ
モ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
青
森
か

ら
は
谷
崎
嘉
治
・
九
条
の
会
協
同
代
表
か

ら
活
動
報
告
が
あ
り
、
基
調
講
演
と
し

て
、
半
田
滋
さ
ん
か
ら
『
敵
基
地
攻
撃
と

日
米
一
体
化
ー
踏
み
越
え
る
専
守
防
衛

ー
』
と
し
て
政
府
の
思
惑
を
解
説
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
す
る
改
憲
策
動
を

許
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
！ 

   

 

（
立
憲
民
主
党
Ｈ
Ｐ
よ
り
。
Ａ
４
版
で
12

枚
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
の
で
、
Ａ
３
版
２
枚

で
作
成
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
「
原
発
」

政
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
） 

  

立
憲
民
主
党
は
、
綱
領
に
掲
げ
た
基
本

理
念
と
私
た
ち
の
め
ざ
す
も
の
を
実
現

す
る
た
め
、
中
長
期
的
な
視
野
で
、
以
下

の
基
本
政
策
に
取
り
組
み
ま
す
。 

２
０
２
１
年
３
月
30
日 

 

地
域
ご
と
の
特
性
を
生
か
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
基
本
と
す
る
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を
構
築
し
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
資
源
を
投
入
し
て
、
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い
原
発
ゼ
ロ
社
会

を
一
日
も
早
く
実
現
し
ま
す
。 

綱
領
２―

（
ウ
）
よ
り
抜
粋 

    

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

蓄
電
技
術
の
向
上
な
ど
で
、
地
域
の
活
性

化
と
雇
用
創
出
を
は
か
り
ま
す
。 

・
原
子
力
発
電
所
の
新
設
・
増
設
は
行
わ

ず
、
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
の
速
や
か

な
停
止
と
廃
炉
決
定
を
め
ざ
し
ま
す
。 

・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
の
中
止
に
向

け
、
関
係
自
治
体
と
の
協
議
に
よ
る
新
た

な
枠
組
み
を
構
築
し
、
使
用
済
み
核
燃
料

は
直
接
処
分
を
行
い
ま
す
。
最
終
処
分

は
、
国
の
責
任
を
明
確
に
し
、
安
全
を
最

優
先
に
科
学
的
な
知
見
に
基
づ
い
て
進

め
ま
す
。 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
達
成
す
る
た
め
の

人
材
の
確
保
と
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
労
働
者
の
雇
用
の
公
正
な
移
行
と
影

響
を
受
け
る
地
域
の
振
興
に
、
最
大
限
取

り
組
み
ま
す
。 

・
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
の
検
証
や
、
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画

の
策
定
、
地
元
合
意
が
な
い
ま
ま
の
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
働
は
認
め
ま
せ
ん
。 

             

 

NO.２  2021 年 6 月 15 日 
フォーラム青森 

   〒030-0802 

    青森市本町 3 丁目 3 番 11 号 

      青森県平和労組会議気付 
 forum-ao2021@outlook.jp 

  080-5413-2848（事務所専用 TEL） 

  

 

代表の藤田誠です。 

一歩一歩取組んでいきま

しょう。青森市議会では、

副議長を担っております。 

【編集部より】文字が小さくて申し訳ありませ

ん。私も含め高齢のため視力が弱っていますが

なにぶんご容赦願います。      （佐藤） 

mailto:forum-ao2021@outlook.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
２
回
幹
事
会
に
お
い
て
、
社
民
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
会
員
数
が
９１
名
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
が
、
突
合
せ
を
す
る
と
１
０
０
名

を
超
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
事
務
局
と
す
れ
ば
、
会
費
納

入
を
も
っ
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
、
今
後
支
部
等
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
、
早
急
に
集
金
な
ど
を
終
え
、
名

簿
を
作
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

合
わ
せ
て
、
確
実
に
『
社
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
情
報
』
が
会
員
各
位
に
届
く
よ
う
努

力
し
ま
す
。
中
央
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ニ
ュ
ー

ス
も
定
期
的
に
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
青
森
と
し
て
も
月
１
回 

発
行
を
目
指
し
ま
す
。 

財
政
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
主

は
メ
ー
ル
に
て
一
斉
配
信
（
カ
ラ
ー
で
見

れ
ま
す
）
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
紙
で

受
け
取
り
た
い
方
に
は
モ
ノ
ク
ロ
に
な

り
ま
す
が
、
印
刷
し
て
郵
送
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
な
に
ぶ
ん
定
着
す
る
ま
で
紆
余
曲
折

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

あ
と
、
十
和
田
と
下
北
は
支
部
の
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
青
森
と
八

戸
の
支
部
設
立
総
会
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
佐
藤
） 

         

  

 

 

 
 

青森県六ケ所村の高レベル放射性廃棄物（ガラ

ス固化体）一時貯蔵施設における貯蔵期間は 30

年から 50年であり、初搬入の 1995年からすで

に 25年が過ぎました。最終処分場操業までに 30

年以上かかるにもかかわらず、最終処分地の候補

地すら決まっていません。再処理工場が動き出せ

ば、高レベル放射性廃棄物は増える一方です。こ

のままでは青森県が最終処分地となる不安がます

ます高まります。 

 青森県を最終処分地としないことは、県民の総

意です。このことを内外に明確に示し、青森県を

最終処分地としないための条例を制定する必要が

あります。 

 よって、条例制定の提案権と執行権のある青森

県知事に要請し、条例制定の提案権と議決権のあ

る青森県議会議長に請願するものです。 
 

 １人１枚（５筆）以上で取り組んでください。

県民の会は 9 月 30 日締切としていますが、社民

フォーラムは 7月 31日を一応締切とします。 

 QRコードでのネット署名もできますので、多く

の方の賛同をお願いいたします。 

島原そうめん「めんの山一」の注文受付中 
 

例えば、手延べそうめん（50g×24束）市価 3240円（税込）を斡旋価格 2000円、（50g×40束）

は市価 4860円（税込）を 3000円となります。注文表は別に用意していますので、お問合せ願います。 

フォーラム青森でまとめて山一に注文する予定日は、① 6 月 3 日（木） ② 6 月 18 日（金） ③ 7 月

2日（金） ④ 7月 16日（金） ⑤ 7月 30日（金）となります。 

            担当：齋藤（千）：090-9038-2281  平和労組 FAX：017-775-2407 
 

 


